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（１）利用者推移

 令和3年2月に策定した「品川区コミュニティバス導入計画」に基づき、令和4年3月28日からしなバスの試行運行を開始。

 令和4年10月のダイヤ改正や令和6年8月の子育て支援割導入など、利用者の増加に向けた施策を実施。

 利用者数は増加傾向であり、令和６年度は約２７万人が利用。

１．これまでの運行実績について

１

（２）運行経費および収支率

 運行経費は、年間の運行便数によって増減している。

 運賃収入は、利用者の増加に合わせて増加している。

 収支率は改善傾向にある。
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令和４年度 令和５年度 令和６年度
[万人]

増加傾向

年間利用者数 193,978人 年間利用者数 229,368人 年間利用者数 269,504人

ダイヤ改正
（2便/時間→3便/時間）

ダイヤ改正（朝夕減便）
子育て支援割、運賃改定

令和６年度令和５年度令和４年度

約8,310万円約8,420万円約6,340万円運行経費 （A）

約3,010万円約2,516万円約1,840万円運賃収入等 （B）

約5,300万円約5,900万円約4,500万円区支出額 （C）=（A）-（B）

36.2%29.9%29.0%収支率 （D）=（B）/（A）

66.1%53.6%59.7%【参考】シルバーパス分収入換算収支率



１．これまでの運行実績について

２

（３）利用状況

■曜日別利用者数（R4～R6） ■運賃区分別利用者数

■割引運賃（障害者割引・子育て支援割引）利用者数

■停留所別乗車人数（R4～R6）

※集計上、回数券利用者を除く※集計上、シルバーパス利用者を除く

 平日に比べ、土曜日・日曜日の利用者数が多い状況。

 平日の中では、金曜日の利用が若干多い。

 割引運賃利用者は、令和5年度から令和6年度にかけて2.4倍に増加している。

（※令和6年8月以降は子育て支援割利用者が追加）

 およそ半数がシルバーパス利用者である。

 小児利用者は全体の約２％である。

 駅前の乗り場から乗車する利用者が突出して多い。

 駅前以外の乗り場では、さくら会前から乗車する人が比較的多い。
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（４）利用者アンケート

■利用者の総合的な満足度

 総合的な満足度は高い傾向。
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（１）評価基準と評価について

 品川区コミュニティバス導入計画では、評価基準を「収支率５０％以上」と定めている。

 今年度は運行4年目となることから、3年目（令和6年度）の運行実績に基づき評価する。

２．試行運行の評価、事業の見直しについて

３

（令和4～6年度）

（令和７年度）

３年目の収支率は36.2% （シルバーパスを収入換算しない場合）であったため、本格運行への移行はせず、見直しを行うこととする。評 価



２．試行運行の評価、事業の見直しについて

４

（２）見直しの内容

 利用者数が増加傾向にあり、収支率を含む運行状況について今後改善が見込まれる。

 運賃改定（資料3で説明）により収支改善が見込める。

 障害者や子育て世代の利用が伸びており、福祉施策としての側面がある。

上記の状況を踏まえ、廃止はせずに試行運行期間を3年間延長する。見直しの内容

しなバスの年間収支改善見込み （令和６年度実績ベース試算）

・運賃収入は、約１４０万円増（2,830万円→2,970万円）
・収支率は、１．７ポイント上昇（３６．２％→３７．９％）

・普通運賃利用者が約1.１倍に増加した場合、運賃収入は約２８０万円増（2,830万円→3,110万円）
・収支率は、３．４ポイント上昇（３６．２％→３９．６％）

しなバスの年間収支改善見込み（令和６年度実績ベース試算）

割引運賃利用者数増加による収支減見込み（令和６年度実績ベース試算）

・割引運賃利用者数は、約2.4倍（約4,500人→約11,000人）
・令和4年から令和5年の利用者数増と同程度（約1.5倍）だった場合の収支率と比較して、
収支率は、0.6ポイント減（36.8％→36.2％）

方向性判断

（３）今後のスケジュール

令和10年度令和9年度令和8年度令和7年度令和6年度令和5年度令和4年度

試行運行延長試行運行期間（当初）

方向性判断（今回）試行運行開始

 引き続き令和８年度以降も試行運行の中で利用分析や運行改善を行っていき、令和１０年度までに改めて事業継続の方向性について判断をする。


